
 

京都大原の古民家に暮らすベ

ニシアさん。美しい庭や大原の

四季を映し出した珠玉の映像

と心地よい旋律で綴られる

日々の生活。これまで語られる

ことのなかったベニシアさん

の人生の試練を通して、そのし

なやかな心の秘密に迫る。 

  

 

｢毎日少しずつの片づけ習

慣｣では一生片づかない｡

｢場所別｣はダメ､｢モノ別｣

に片づけよう｡｢思い出品｣

から手をつけると必ず失敗

する…｡一度習えば二度と

散らかさない､｢こんまり流

ときめき整理収納法｣を伝

授する｡  

 

あえて独居老人でいること。それ

は老いていくこの国で生きのびる

ための、きわめて有効なスタイル

かもしれない。16 人の魅力的な独

居老人を取材・紹介する。 
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※毎週火曜日は休館日です。 

※開館時間 

 10:00～20:00 

※6/11(木)～6/16(火) 

は蔵書点検のため     

休館します。 

 

米タイム誌が毎年発表する「世界で最も影響のある 100 人」に、片づけコンサルタントの近藤麻理惠さ

んが選ばれました。著書『人生がときめく片づけの魔法』をお読みになった方も多いのではないかと思い

ます。この本は海外でも翻訳され、世界的ベストセラーとなっています。物を減らして豊かに生きること

の価値に多くの人が共感しているようです。量より質を求めるライフスタイルのあり方について、見直さ

れているのではないでしょうか。 

「生き方、暮らし方は、ひとりひとりが創り出す芸術作品」とは、英国貴族の生活を捨て、日本でスロ

ーライフを送っているベニシア・スタンリー・スミスさんの言葉です。どう生きるかは、人間の永遠のテ

ーマの一つです。図書館には、ライフスタイルを提案する本だけでなく、小説や伝記など様々な本があり

ます。それらを通して、生き方を見つめなおすヒントにされてみてはいかがでしょうか。 

http://honto.jp/lb.html?prdid=25986115&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=85702267&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=03361877&srt=1


  

図書館で「和の芸」を楽しむ 

人
の
学
び
を
は
じ
め
よ
う 

～五月晴れだよ!!きく麿独演会～ 

報 告 

先月図書館が開催した行事 

を振り返ります！！ 

人のための「調べる学習」講座 プレイベント 大 

行 事 

 平成 25年度より開催してきた『大人のための「調べる学習」講座』は、今年で 3年目を迎え

ます。これまでの成果として、『図書館を使った調べる学習コンクール』の地域コンクールにお

いて、講座生・宮田忠氏が 2 年連続「長崎市長賞」を受賞しました。さらに全国コンクールで

は「毎日新聞社賞」を受賞、長崎市教育委員会は「図書館を使った調べる学習活動賞」を受賞

しています。 

 今年度の講座の先駆けとして、5月 2日(土)にプレイベントを開催しました。第 1部では、長

崎市立図書館スタッフが『大人のための「調べる」学習講座』の魅力についてお話しました。

第 2 部では前述の講座生・宮田忠氏に「講座を通して学んだこと」について熱く語っていただ

きました。 

 今年度は 10名の講座生が「大人の学び」をはじめており、すでに 2回目までの講座が終了し

ました。講座は全 9 回で、講座ごとに図書館スタッフがサポートしていきます。今年度の講座

生の活躍をご期待ください！ 

 5月 4日（月・祝）に開催した『図書館で「和の芸」を楽しむ』は、164名の来場者を迎え、 

きく麿さんのお噺をお楽しみいただきました。 

 きく麿さんが高座に腰を落ち着かせると、落語を聞きやすくするための手法であるまくらが軽快 

に始まります。落語家として各地を巡っていること、そこで出会った人、出来事。きく麿さんの歌も 

交えた貴重なまくらで観客の皆さんはぐっと心を掴まれたことでしょう。 

第 1 部は新作落語「特別エスパー浪漫組」、第 2 部は古典落語「浜野矩随
はまののりゆき

」の世界を堪能しました。図書

館スタッフによる落語クイズも盛り上がり、大盛況の内に幕を閉じました。 

きく麿さんのまくらの中にもありましたが、出会いは「一期一会」。今年も素晴らしい一期一会のひとと

きを、きく麿さん、そして皆さまと一緒に過ごすことが出来ましたことを感謝申し上げます。たくさんのご

来場、ありがとうございました！ 

宮田 忠氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何気なく暮らしている土地にも様々な記憶があり、その積み重ねの延長線上に今とい

う時間が続いています。1冊目に紹介する『わかる!和華蘭『新長崎市史』普及版』は、

全 4 巻の『新長崎市史』をコンパクトにまとめた本です。多くの写真を掲載し、長崎の

町を取り巻く歴史や文化を先史時代から流れに沿って、項目ごとに紹介しています。世

界遺産登録への気運が高まる今、改めて長崎の歩んできた歴史を見直してみてはいかが

でしょうか。 

『長崎刺繡の煌めき 諏訪神事｢くんち｣奉納の伝統工芸総覧』は、嘉勢
か せ

照
てる

太
た

氏の作品

を中心に、様々な長崎刺繍を紹介しています。長崎刺繍は、長崎県指定無形文化財の伝

統工芸です。中国伝来の刺繍の技術、銀細工や絹糸・ビードロなどの材料、そして絵師

や縫師などの人材、これらがすべて集まる長崎で作り出されました。この本の見所は、

万屋町の傘鉾の垂れに泳ぐ「魚づくし」の写真です。魚を一尾ごとに大写しした姿は躍 

動的で迫力があり、美しく煌びやかです。制

作法も手順にそって写真で紹介されており、

その細やかな技術に驚きます。受け継がれて

きた長崎の伝統の技をご堪能ください。 

            （司書 舩津 千恵子） 

今月のテーマは 

ブック 

バトン 

毎月 2 名の図書館員が、 

おすすめ本を紹介！！ 

今 
昔 

昔を今に伝える長崎 

路面電車と給食の今昔 

『長崎「電車」が 

走る街今昔』 

  

田栗 優一/著 

 JTBパブリッシング 

 2階一般 686.9タ 

『分かる!和華蘭』 

 

長崎市史編さん委員会/監修 

長崎新聞社/編集･制作 

長崎市 

N219.3ワ 

『長崎刺繍の煌めき』 

 

長崎文献社編集部/編集 

長崎文献社 

N753.7ナ 

『日本全国給食図鑑』 

 

西日本編 東日本編 

フレーベル館 

児童 374ニ 

※『分かる!和華蘭』の販売は、限定 2,000 部です。 
詳しくは、長崎新聞出版室(TEL095-844-5469)へ 

お問い合わせください。 

チンチン電車で親しまれている長崎の路面電車（長崎電気軌道株式会

社）は、今年 100周年を迎えます。路面電車が最初に長崎市内を走ったの

は 1915 年で、築町―病院下（現・大学病院前）でした。路面電車は原爆

の壊滅的被災から約 3ヵ月で運転を再開し、長崎大水害の時には約 2ヵ月

で運転を再開するなど、市民の足として今日まで活躍し続けています。『長

崎｢電車｣が走る街今昔』には、それらのことをはじめ道路や建物、服装な

どの移り変わりも分かる長崎の電車風景の今昔写真が多数あり、昔と今の

長崎が比較できる 1冊です。 

次に紹介する本は『日本全国給食図鑑』（東日本編、西日本編）です。

日本の給食は 1889 年にはじまり、栄養不足を改善する役割を果たしてき

ました。私が子どもの頃（1970年代）は主食は「パン」のみで「ごはん」

はなく、牛乳は「ビン」から「紙パック」に移行中でした。私の一番好き

なおかずは「ちゃんぽん」でしたが、皆さんの好きなおかずは何でし 

たか。この本には、47都道府県が各地域の食材を活かして作った特

色ある給食や自慢のメニューがカラー写真で紹介してあり、    

見ているだけで楽しくなり、食欲をそそられます。 

              （スタッフ 濵邉 康子） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 タイトル 著者名 出版社 予約数 順位 タイトル 著者名 出版社 予約数

1 フランス人は10着しか服を持たない ジェニファー・L．スコット 大和書房 297 6 満願 米澤 穂信 新潮社 213

2 サラバ！(上) 西 加奈子 小学館 282 7 銀翼のイカロス 池井戸 潤 ダイヤモンド社 193

3 鹿の王(上) 上橋 菜穂子 KADOKAWA 257 8 悲嘆の門(上) 宮部 みゆき 毎日新聞社 192

4 火花 又吉 直樹 文藝春秋 255 9 アイネクライネナハトムジーク 伊坂 幸太郎 幻冬舎 166

5 マスカレード・イブ 東野 圭吾 集英社 222 10 虚ろな十字架 東野 圭吾 光文社 140
 

 

長崎市立図書館では、登録内容の確認のために 3年に一度更新手続きを行っています。 

・登録された日以降の誕生日から 3 年 2ヵ月後に期限が切れます。期限が切れた貸出券も、 

更新手続きをすれば引き続きご利用いただけます。 

・有効期限の 6ヵ月前から、貸出時に発行するレシートに有効期限を記載いたします。 

また、有効期限の 2ヵ月前から、カウンターで更新のご案内をいたします。 

・更新手続きは誕生日から有効期限までの 2ヵ月間に行ってください。 

・更新手続きには申請書の記入と、住所・生年月日が確認できるもの(免許証や保険証など)の提示を 

お願いいたします。(小学生以下の方は申請書の記入のみ) 

・旧貸出券も新しい図書貸出券への切り替えを行ってください。 

※有効期限が切れた図書貸出券は利用停止となり、貸出・予約ができなくなりますのでご注意ください。 

※予約が集中している本は数ヵ月お待たせすることがあります。予めご了承ください。 

 

下記の期間を蔵書点検のため休館させていただきます。 

ご不便をおかけいたしますが、ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

◇休館期間：6月 11日(木)～6月 16 日(火) 

◇貸出期間：5月 28日(木)～6月 10 日(水)に全ての図書館・図書室から貸し出される資料について、   

貸出期間を 3週間とします。 

◇休館中の資料返却について 

本：正面玄関右側の返却ポストに 1 冊ずつ投入してください。 

長崎市内の公民館・ふれあいセンター図書室でもお返しいただけますが、 

返却処理を行いませんので、返却された冊数分の追加貸出はできません。ご了承ください。 

CD・DVD・紙芝居：開館後(6 月 17日以降)にカウンターで直接返却してください。 

◇予約の対応について 

期間中、市立図書館に在庫する資料は、インターネットや図書室等での予約に対応できません。 

◇施設(ホール・会議室ほか)利用について 

予約・利用申請の手続きなど、施設に関係する全ての利用を休止させていただきます。 

 


